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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスターノードと、Ｎ個のスレーブノードのセットとを含む無線スター型ネットワーク
においてパケットを通信するための方法であって、前記ネットワークは直交周波数分割多
元接続を使用し、
　前記マスターノードによって、第１のサブセットＡ（ｉ）及び第２のサブセットＢ（ｊ
）内の前記スレーブノードのセットを分割するステップであって、前記第１のサブセット
及び前記第２のサブセットは別個である、分割するステップと、
　前記マスターノード及び前記スレーブノードの第２のサブセットが受信モードで動作し
ている間のみ前記スレーブノードの第１のサブセットによってパケットを送信するステッ
プと、
　前記マスターノード及び前記スレーブノードの第１のサブセットが受信モードで動作し
ている間のみ前記スレーブノードの第２のサブセットによってパケットを送信するステッ
プと
　を含む、無線スター型ネットワークにおいてパケットを通信するための方法。
【請求項２】
　前記第１のサブセット及び前記第２のサブセットにわたって前記Ｎ個のスレーブノード
を均等に分散するステップをさらに含む、
　請求項１記載の方法。
【請求項３】
　各パケットは、Ｌビットのデータと、Ｑビットのオプションのプロトコル固有のオーバ
ーヘッドとを含み、ビットレートは毎秒Ｒビットであり、チャネル経路損失指数はαであ
り、単一リソースブロックを使用したＬ＋Ｑビットの送信のパケット成功率はｅｘｐ（－
ｃｄα）であり、ここで、ｃは定数であり、ｄは前記スレーブノードと前記マスターノー
ドとの間の距離であり、送信時間は（Ｌ＋Ｑ）／Ｒであり、前記マスターノードと前記ス
レーブノードとの間のチャネルによって、最大Ｄ０個の独立リソースブロックが可能にな
り、前記スレーブノードは２Ｔｔｘ（Ｑ）秒にｒ≧２個のリソースブロックを使用してＬ
＋Ｑビットを送信し、ダイバーシティ次数が増大することによって、成功確率が以下まで
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高まり、
【数１】

ここで、関数ｅｘｐは指数関数であり、関数ｍｉｎは最小値を返す、
　請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記スレーブノードｉと前記マスターノードとの間の距離はｄｉであり、前記スレーブ
ノードｉと前記スレーブノードｊとの間の距離はｄｉｊであり、単一リソースブロックを
使用して前記スレーブノードｉから前記マスターノードに前記パケットを送信する成功確
率はＰｓ（ｄｉ，１）であり、前記スレーブノードｊが前記パケットを受信する成功確率
はＰｓ（ｄｉｊ，１）である、
　請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記マスターノードによって、前記スレーブノードの第１のサブセットから前記パケッ
トを受信する成功確率に基づいて、前記スレーブノードを前記第２のサブセットに割り当
てるステップをさらに含む、
　請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記分割するステップは、前記マスターノードと前記スレーブノードのセットとの間の
距離に従う、
　請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記スレーブノードの第２のサブセットは、前記マスターノードが前記スレーブノード
の第１のサブセットからの前記パケットの受信に成功しなかった場合、前記スレーブノー
ドの第１のサブセットからの受信に成功した前記パケットを送信する、
　請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記スレーブノードの第２のサブセットは、前記スレーブノードの第１のサブセットか
らの前記パケットの受信に成功したとき、前記マスターノードに明示的に指示する、
　請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記マスターノードが前記スレーブノードの第１のサブセットからの前記パケットの受
信に成功しなかった場合、前記マスターノードによって、前記スレーブノードの第２のサ
ブセットから、前記スレーブノードの第１のサブセットからの受信に成功した前記パケッ
トを送信する最大成功確率を有するスレーブノードを選択するステップをさらに含む、
　請求項５記載の方法。
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